
この特集に関する問合せ
危機管理・地域防災担当

750-2312  750-2530在宅避難 のこと地震の
ときの

　自宅の建物は無事でも、停電や断水などにより不自由な生活が続くこともあります。
また、発災時、地域防災拠点に物資が届くのはおおむね４日目以降となります（被害状況などにより、それ以上の日数を要する可能性もあります）。

　住み慣れた自宅での避難生活を継続するためにも、日ごろから十分な備えをしておきましょう。

知っていますか？

　大地震発生時、ご自身やご家族の「無事」が確認できたら・・・ご自宅の、
外から見えやすい場所に「災害時安否確認バンダナ」を結んでください！
　バンダナが無事を知らせる目印となり、隣近所や、自治会町内会などによ
る安否確認をスムーズに行う手助けになります。
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広域避難場所
　火災が拡大した場合に、
熱や煙から一時的に避難
する場所です。

自宅

安全な場所に住む
親戚宅や友人宅へ避難
することはできますか？

地域防災拠点へ避難

　ホームページなどで、地域防災拠点の場所を
事前に確認しましょう。

地域防災拠点については令和3年1月号で、
避難行動については令和３年７月号で特集して
います。ぜひ合わせてご確認ください。➡

　在宅避難をする場合で
も、地域防災拠点で「避難
者カード」を記入し提出
することで、避難者とし
て登録されます。
　登録された避難者数を
目安に、後日、地域防災
拠点に支援物資が届き
ます。

大きな火災が発生し、
火が燃え広がっている場合

火災がおさまり、
自宅に被害がない場合

在宅避難をするためには、地震・火災に備えた家づくりが大切です。

災害時安否確認バンダナをまだお持ちでない人には、区役所６階64番総務課の窓口でお渡ししています。（事前予約制）

　９月25日（土）、磯子山手町内会で、防災訓練を実施し、その中で災害時安否
確認バンダナを活用した安否確認訓練を行いました。
　ぜひお住まいの地域、自治会町内会の防災訓練に参加して、お互いに顔の
見える関係を築いてください。

災害時安否確認
バンダナとは▶

バンダナを
玄関に結ん
でいる様子▶

◀安否確認
　訓練を実施
　している様子

自宅の建物は無事でも、窓ガラスが割れたり、家具が倒れたりしてしまうこともあります。
断線した電化製品のコードなどから出火する可能性もあります。

備蓄は最低３日分！ できれば７日分！

災害時安否確認バンダナを使った安否確認訓練を実施！

知っていますか？ 災害時安否確認バンダナのこと

　在宅避難とは、大きな地震が発生したとき、自宅に倒壊や焼損の危険性がない場合に、
地域防災拠点（避難所）へ避難するのではなく、自宅で避難生活を送る方法です。
　大きな地震が発生したときは、地域防災拠点（避難所）へ避難し
なければいけないと思っていませんか？ 住み慣れた自宅で過ごす

「在宅避難」という方法があります！ 地域防災拠点には多くの避
難者が集まることから、避難者１人あたりが利用できるスペースが
とても狭く、プライバシーの確保が困難です。
　在宅避難をしている人でも、地域防災拠点で「避難者カード」を
記入し提出することで、避難者として登録され、後日、地域防災拠
点で物資を受け取ることもできます。
　住み慣れた自宅で過ごしながら、必要に応じて地域防災拠点で
物資を受け取ることで、ストレスの少ない避難生活を送ることがで
きます。在宅避難に備え、食料・トイレパックなどの備蓄や、家具の
転倒防止などを行いましょう。

●感震ブレーカー
　震災時の火災の６割以上が、電気火災
によるものです。
　各家庭でできる対策として、感震ブレー
カーを設置する方法があります。
　感震ブレーカーとは、設定値以上の大き
な揺れを感知すると、自動的に電気を遮断
する器具です。ホームセンターや家電量販
店などで購入することができます。

●窓ガラスなど
　割れたガラスで怪我をしない
ように、窓ガラスやガラス扉など
にガラス飛散防止
フィルムを貼ります。

●扉、戸棚
　食器棚など、中の食器が飛び
出さないように扉には留め具を
装着します。

●家具、電化製品
　大きな家具や電化製品
などが倒れてこないよう
に、配置を工夫するととも
に、家具転倒防止器具で
固定します。

つっぱり棒
家具と天井の間
に設置します。
天井に強度が必
要です。

L字金具
家具と壁をネジで固定しま
す。壁に強度が必要です。

耐震マット
粘着性のゲル状のもので、
家具の底と床を接着させます。

【おもり式】

【チェーン式】 【ベルト式】

感震ブレーカーとは
▼

おもり玉が落下し、
ヒモで繋がった
キャップがブレー
カーを落とします。

キャップ

親戚宅や友人宅へ避難
 もしものときにお互い協力しあえるように、
事前に親戚や友人と相談しておきましょう。

いっとき避難場所
　身の安全を確保するために一
時的に避難する場所です。家族や
自治会町内会などで近所の安全
な場所を事前に決めておきます。

地域防災拠点とは・・・ 
　横浜市内1ヵ所以上で震度５強以上の地震が観測された際
に開設され、地震による家屋の倒壊や焼損などにより、自宅に
住めなくなった人が一時的に生活する避難所です。

横浜市内１カ所以上で震度５強以上の大きな地震が発生！

水 ： １人１日３リットル×最低３日分が目安です。
食料 ： 普段から食べ慣れているものを多めにストック。食べたら、その分を買い足して補充する。（ローリングストック）
トイレパック・トイレットペーパー ： １人１日５回分×最低３日分が目安です。
衛生用品など ： マスク、アルコール消毒液、ウェットティッシュ、

腔ケア用ウェットティッシュ、タオル、生理用品など。

照明器具など ： 懐中電灯、ランタン、電池など。
その他個人に必要な物品 ： （例）常備薬、眼鏡、入れ歯など

※地域防災拠点（避難所）には最低限の物資しか用意されていません。避難の際には、可能な限りご家庭から備蓄品などを持って行きましょう。

ローリングストック

避難行動フローチャート

被害情報を収集・
安否確認

自宅の安全が
確保できている場合

物資の分配を
受ける場合

倒壊や火災などにより、
自宅で生活ができない場合

在宅避難
　自宅建物が倒壊や火災の
危険がなく、住み続けられる
状態であれば、あえて地域
防災拠点へ避難する必要は
ありません。
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